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Ⅰ．調査の概要 

 

1. 調査実施の目的 

 町内幹線道の安全対策強化及び地域利便性向上に向け、町道幹線 19号線の安全対策手法、

一定の安全対策が実施された幹線 5号線及び 17号線のスクールゾーンに伴う交通規制解除、

ライフバス新路線に関する意見を聴取し、今後の基礎資料とすることを目的にアンケート調

査を実施する。 

 

2. 調査項目 

（１）町道幹線１９号線の安全対策（スクールゾーン指定による通行規制）について 

（２）町道幹線５号線・１７号線のスクールゾーン指定による通行規制の解除について 

（３）町補助路線（路線バス）の新規路線について 

 

3. 調査設計 

（１）調査地域  三芳町 

         ①藤久保２区・藤久保３区・藤久保４区 

②北永井１区・北永井２区・北永井３区・藤久保５区・藤久保６区 

（２）調査対象  ①②の世帯主 

（３）標本数   ①1,000世帯  

         ②全世帯（５，４２７世帯） 

（４）抽出方法  ①住民基本台帳から無作為に抽出 

（５）調査方法  ①郵送法（郵送配布―郵送回収） 

       ②公益財団法人入間東部シルバー人材センター委託 

（シルバー人材センター会員による配布―郵送回収）   

（６）調査時期  令和２年１１月１６日（月）～１２月６日（日） 

 

4. 回収結果 

項 目 内 容 

配布票数 ６，４２７票 

有効回収数 １，５８５票 

有効回収率 ２４．７％ 

 

5. 調査結果を見る上での注意事項 

 表、グラフ中の「n」は、各設問に対する回答者数を示している。 

 百分率（％）の計算は、「n」を分母とし、小数点第 2位を四捨五入して表示している。したがって、

単数回答（1つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、%を足し合わせて 100%にならない場合

がある。 

 本文、表、グラフ中は、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がある。 
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6. 調査回答者の特性 

 

◆居住地区 
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Ⅱ．調査結果の概要 

 

1. 町道幹線１９号線の安全対策について 

 

町道幹線１９号線の安全対策として「スクールゾーンにより通行を規制（午前７時３０分から８時

３０分までの１時間）すること」について「賛成である」と回答した人が７９．７％、「反対である」

と回答した人が１０．２％となっており、回答者の約８割が「賛成である」と回答している。 

地区別にみると「賛成である」と回答した人が最も多かった北永井１区（８９．３％）では賛成理

由として「道幅が狭い（見通しが悪い）ため」と回答した人（４１．９％）が最も多かった。なお、

北永井１区では「反対である」の理由として「道路拡幅、歩道設置等の安全対策を優先すべき」と回

答する人（４０．０％）が最も多い結果となっている。 

また、「反対である」と回答した人が最も多かった藤久保５区（１５．４％）では「通勤・通学や送

迎等に不便が生じるため」（６２．５％）、「生活道路であるため」（６３．６％）、「規制内容や通学路

等を見直す」（５４．５％）が５割台を超える結果となっている。 

 

2. 町道幹線５号線・１９号線のスクールゾーンによる通行規制解除について 

 

歩道が整備され安全性が確保された町道幹線５号線・１７号線のスクールゾーン解除（通行規制）

を行うことについて「賛成である」と回答した人が７７．５％、「反対である」と回答した人が１２．

２％となっており回答者の約８割弱が「賛成である」と回答している。「賛成である」と回答した内訳

では「５号線と１７号線」と回答した人が最も多く、５３．３％となっている。 

「賛成である」と回答した人の理由では「歩道等が整備され安全性が確保されているため」が最も

多く５３．８％となっている。また、「反対である」と回答した人の理由では「交通量増加、車両のス

ピード超過が懸念されるため」が最も多く３１．６％となっている。 

地区別にみると「賛成である」と回答した人が最も多かった地区は藤久保３区（８３．３％）とな

っており「反対である」と回答した人が最も多かった地区は北永井２区（１６．６％）となっている。 

 

3. ライフバスの新路線について 

 

路線バスの新規路線について、「早急に運行してもらいたい」と回答した人が４３．７％、「どちら

ともいえない」と回答した人が３３．２％となっている。 

「早急に運行してもらいたい」と回答した人の自由意見では「利便性向上に関すること」が４１．

６％で最も多く、「どちらともいえない」と回答した人の自由意見では「分からない」が１５．１％で

最も多くなっている。 

地区別にみると「早急に運行してもらいたい」と回答した人が最も多かった地区は藤久保６区が５

３．９％となっており、次いで藤久保３区の５３．０％となっている。 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．調査結果の詳細      

 



10 

Ⅲ．調査結果の詳細 

1. 町道幹線１９号線の安全対策について 

 

質問２ １９号線は、学校・ＰＴＡから安全対策の要望が出されていますが、その一つとしてス

クールゾーンにより通行を規制（午前７時３０分から８時３０分までの１時間）すること

をどう考えますか？該当する項目に☑をつけてください。」 

 

 

◼ 「賛成」という人が７９．７％、「反対」という人が１０．２％となっている。                   

 

（１）集計結果 

 町道幹線１９号線の安全対策について、「スクールゾーンにより通行を規制（午前  

７時３０分から８時３０分までの１時間）すること」について「賛成」が７９．７％で「反対」の

１０．２％を６９．５ポイント上回っている。 
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（２）地区別集計結果 

 地区別にみるとすべての地区で「賛成である」が「反対である」を上回っている。 

 地区別にみるとすべての地区で「賛成である」が７割台を超えており、最も多かっ 

た地区は北永井１区の８９．３％となっている。 

 地区別にみると「反対である」が最も多かった地区は藤久保５区の１５．４％とな 

っている。 
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（３）「賛成である」理由 

 「賛成である」と回答した理由の自由意見では「道幅が狭い（見通しが悪い）ため」 

（３２．８％）が最も多く、「子どもの安全のため」（１８．６％）、「ガードレール 

設置、歩道設置等の安全対策がされていないため」（１６．０％）と続いている。 

 「道幅が狭い（見通しが悪い）ため」は北永井１区で４１．９％、北永井２区で３ 

５．５％、北永井３区で３３．３％、藤久保５区で３２．７％となっており３割台 

を超えている。 
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 「子どもの安全のため」は藤久保４区（３５．４％）で最も多くなっている。 

 「ガードレール設置、歩道設置等の安全対策がされていないため」は藤久保３区 

（３３．３％）で最も多くなっている。 

 「車両通行量が多いため（増えたため）」は藤久保５区（１７．９％）で最も多く 

なっている。 
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（４）「反対である」理由 

 「反対である」と回答した理由の自由意見では「道路拡幅、歩道設置等の安全対策 

を優先すべき」（２３．０％）が最も多く、「通勤・通学や送迎等に不便が生じるため」（２１．

６％）、「他の幹線道が渋滞するため」（９．５％）と続いている。 
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 「道幅拡幅、歩道設置等の安全対策を優先すべき」は北永井１区で 

４０．０％、藤久保５区で３２．４％となっており３割台を超えている。 

 藤久保５区では、「通勤・通学や送迎等に不便が生じるため」（６２．５％）、「生活 

道路であるため」（６３．６％）、「規制内容や通学路等を見直す」（５４．５％）が 

５割台を超えている。 

 「他の幹線道がじゅうたいするため」は藤久保５区、６区で２８．６％、北永井１ 

区で２０．０％となっており２割台を超えている。 
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（５）「その他」事由 

 「その他」と回答した理由の自由意見では「（地域外等のため）分からない」（３２． 

４％）が最も多く、「道路整備等に関すること」（１９．７％）、「スクールゾーンの 

時間帯に関すること」（７．０％）と続いている。 
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 「（地域外等のため）分からない」は藤久保２区、４区で５０．０％、北永井１区 

で４５．５％となっており４割台を超えている。 

 「道路整備等に関すること」は北永井１区で５０．０％、藤久保６区で３７．５％、 

藤久保３区で３３．３％となっており３割台を超えている。 
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2. 町道幹線５号線・１７号線のスクールゾーン解除（通行規制）について 

 

質問３ 歩道が整備され安全性が確保された町道幹線５号線（北永井２区集会所前交差点～役場入

口交差点）と幹線１７号線のスクールゾーン（通行規制）の解除を行うことについて、ど

の様にお考えですか？該当する項目に☑をつけてください。」 

 

 

◼ 「賛成」という人が７７．５％、「反対」という人が１２．２％となっている。    

 

（１）集計結果 

 歩道が整備され安全性が確保された町道幹線５号線（北永井２区集会所前交差点～役場入口交

差点）と幹線１７号線の「スクールゾーン（通行規制）の解除を行うこと」について「賛成」が

７７．５％で「反対」の１２．２％を６５．３ポイント上回っている。 
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（２）地区別集計結果 

 地区別にみるとすべての地区で「賛成である」が「反対である」を上回っている。 

 地区別にみるとすべての地区で「賛成である」が７割台を超えており、最も多かっ 

た地区は藤久保３区の８３．３％となっている。 

 地区別にみると「反対である」が最も多かった地区は北永井２区の１６．６％とな 

っている。 
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（３）「賛成である」内訳 

 「賛成である」と回答した内訳では「５号線と１７号線」（５３．３％）が最も多 

く、「１７号線のみ」（１０．８％）、「５号線のみ」（３．９％）と続いている。 
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（４）「賛成である」内訳地区別集計結果 

 地区別にみるとすべての地区で「５号線と１７号線」が最も多くなっている。 

 地区別にみるとすべての地区で「５号線と１７号線」が４割台を超えており、最も 

多かった地区は藤久保４区の５９．４％となっており、最も少なかった地区は北永 

井３区の４９．０％となっている。 
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（５）「賛成である」理由 

 「賛成である」と回答した理由の自由意見では「歩道等が整備され安全性が確保さ 

れているため」（５３．８％）が最も多く、「通勤・通学等、移動や生活の利便性が 

上がるため」（１０．９％）、「他の幹線道等の渋滞緩和のため」（６．４％）と続い 

ている。 
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 「歩道等が整備され安全性が確保されているため」は藤久保５区、６区以外の全て 

の地区で５割台をこえており、北永井３区が７３．３％で最も多くなっている。 

 「通勤・通学等、移動や生活の利便性があがるため」は北永井２区で１８．８％と 

なっており最も多くなっている。 
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（６）「反対である」理由 

 「反対である」と回答した理由の自由意見では「交通量増加、車両のスピード超過が懸念されるた

め」（３１．６％）が最も多く、「ガードレール設置、歩道整備等の安全対策が十分でないため」（２

５．０％）、「子どもの登校時の安全確保のため」（２１．１％）と続いている。 
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 「交通量増加、車両のスピード超過が懸念されるため」は藤久保２区、北永井３区 

以外の全ての地区で２割台を超えている。 

 「ガードレール設置、歩道整備等の安全対策が十分でないため」は藤久保５区で 

３３．３％となっており最も多くなっている。 

 「子どもの登校時の安全確保のため」は藤久保４区で５０．０％となっており最も 

多くなっている。 
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（７）「その他」（解除に向けた条件等）事由 

 「その他」と回答した理由の自由意見では「分からない」（２８．８％）が最も多 

く、「ガードレール設置、歩道整備等の安全対策が十分でないため」（２５．０％）、 

「交通規制（制限速度等）に関すること」（９．６％）と続いている。 
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 「分からない」は北永井１区、２区、３区、藤久保５区以外で４割台を超えている。 

 「ガードレール設置、歩道整備等の安全対策が十分でないため」は藤久保２区、３ 

区、４区以外は２割台を超えている。 

 「交通規制（制限速度等）に関すること」は北永井２区で３３．３％となっており 

最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



29 

3. 路線バスの新規路線について 

 

質問４ 町では平成２９年度より、ライフバスが運行していない地域に新路線を運行する計画をし

ております。町道幹線５号線、１７号線については歩道整備がされ、安全対策を行ったことに

よりスクールゾーンを解除して新路線の開通についてのご意見をお聞かせください。 

 

 

◼ 「早急に運行してもらいたい」という人が４３．７％、「どちらともいえない」という人が３３．２％

となっている。 

 

（１）集計結果 

 路線バスの新路線について、「早急に運行してもらいたい」が４３．７％で「どちらともいえな

い」の３３．２％を１０．５ポイント上回っている。 
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（２）地区別集計結果 

 地区別にみるとすべての地区で「早急に運行してもらいたい」が３割台を超えてお 

り、藤久保３区、６区では５割台を超えている。 

 地区別にみると藤久保５区は「どちらともいえない」（３７．９％）となっており 

「早急に運行してもらいたい」（３５．８％）を上回っている。 
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（３）「早急に運行してもらいたい」意見等 

 「早急に運行してもらいたい」と回答した理由の自由意見では「利便性向上に関す 

ること」（４１．６％）が最も多く、「高齢化による移動手段確保に関すること」 

（１７．１％）、「運行本数等に関すること」（８．９％）と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



32 

 「利便性に関すること」は全ての地区で３割台を超えており、藤久保３区で６１． 

５％となっており最も多くなっている。 

 「高齢化による移動手段確保に関すること」は藤久保４区で３０．０％となってお 

り最も多くなっている。 

 「運行本数等に関すること」は藤久保４区で１５．０％となっており最も多くなっ 

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



33 

（４）「どちらともいえない」意見等 

 「どちらともいえない」と回答した理由の自由意見では「わからない」（１５．１％） 

が最も多く、「運行本数等に関すること」（１３．８％）、「利便性に関すること」 

（１１．９％）、「道路整備等に関すること」（１１．３％）と続いている。 
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 「分からない」、「運行本数等に関すること」、「道路整備等に関すること」は藤久保 

４区が最も多くなっている。 

 「利便性向上に関すること」は藤久保２区、３区で３３．３％となっており最も多 

 くなっている。 

 「交通規制等に関すること」は藤久保２区で３３．３％となっており最も多くなっ 

ている。 
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（５）「その他」自由意見 

 「その他」と回答した理由の自由意見では「新規路線運行に関すること」（２２． 

９％）が最も多く、「道路整備等に関すること」（１８．０％）、「運行本数等に関す 

ること」（１１．６％）、「交通規制等に関すること」（９．９％）と続いている。 
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 「新規路線運行に関すること」は藤久保２区、５区、北永井３区で３割台を超えて 

いる。 

 「道路整備等に関すること」は藤久保６区で２５．６％となっており最も多くなっ 

ている。 

 「運行本数等に関すること」は藤久保３区で４０．０％となっており最も多くなっ 

ている。 
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Ⅳ．参考資料      

 

・地域の安全と新路線バスについてのアンケート調査調査票       

 

         ・自由意見集計表 
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【質問２】　町道幹線19号線のスクールゾーンによる通行規制について

（賛成理由）

理由 件数

子どもの安全のため 139

道幅が狭い（見通しが悪い）ため 245

ガードレール設置、歩道設置等の安全対策がされていないため 120

通行車両がスピード出すため 50

車両通行量が多いため（増えたため） 76

学校・ＰＴＡの要望があるため 8

17号線、5号線が解除されるなら賛成 19

その他 91

（反対理由）

理由 件数

道路拡幅、歩道設置等の安全対策を優先すべき 34

生活道路であるため 11

他の幹線道が渋滞するため 14

通勤・通学や送迎等に不便が生じるため 32

規制内容や通学路等を見直す 11

その他 46

（その他）

理由 件数

他の交通規制に関すること 2

道路整備等に関すること 14

スクールゾーンの時間帯に関すること 5

通学路の見直しに関すること 2

（地域外等のため）分からない 23

その他 25

自由意見集計 
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